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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第１四半期連結
累計期間

第58期
第１四半期連結
累計期間

第57期

会計期間
自2018年５月16日
至2018年８月15日

自2019年５月16日
至2019年８月15日

自2018年５月16日
至2019年５月15日

売上高 （百万円） 190,968 208,805 782,447

経常利益 （百万円） 11,645 12,868 43,313

親会社株主に帰属する四

半期（当期）純利益
（百万円） 7,222 8,727 24,824

四半期包括利益又は包括

利益
（百万円） 7,416 11,178 22,395

純資産額 （百万円） 208,333 227,524 220,214

総資産額 （百万円） 358,427 381,135 372,293

１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） 149.76 180.50 513.84

潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益

金額

（円） 148.76 179.90 511.70

自己資本比率 （％） 54.4 55.6 55.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

主要な関係会社の異動については「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（連結の範囲又は持分

法適用の範囲の変更）」をご参照ください。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（2019年５月16日～2019年８月15日）における経済情勢は、国内景気の緩やかな回復

基調が続き、消費者マインドにも持ち直しの動きが見られたものの、海外の政治・経済情勢の不透明感や金融資本

市場の変動などの懸念により、先行きはやや不透明な状況で推移いたしました。

　ドラッグストア業界においては、競合他社の出店や価格競争が引き続き激化しているほか、大手企業・上場企業

を含めた統合・業界再編への動きがさらに強まっており、厳しい経営環境が続いております。

　このような状況のもと、当社グループではカウンセリングを主体とした接客サービスの徹底を継続して行うとと

もに、高齢化や競争激化に伴う商圏縮小に対応すべく利便性の強化を図るため、食品売場を中心に既存店舗の改装

を推進したほか、プライベートブランドにおいては、商品開発・販売体制を強化し、当社グループの新たなプライ

ベートブランド「くらしリズム」「くらしリズムMEDICAL」への刷新と展開拡大を図りました。また、店舗運営業

務の効率化を図り生産性を高めることを目的に、人員配置・在庫管理等をサポートするシステムの導入に取り組ん

でまいりました。

　店舗展開につきましては、ドミナント戦略に基づく地域集中出店および既存店舗のスクラップアンドビルドを推

進したことにより、期首より27店舗の新規出店と29店舗の閉店を実施いたしました。また2019年７月４日付で株式

会社ツルハが有限会社おおがたむら調剤薬局（秋田県）を子会社化したことにより１店舗が加わり、当期末のグ

ループ店舗数は直営店で2,081店舗となりました。

 

 

　　当社グループの出店・閉店の状況は次のとおり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：店舗）

 
前期末

店舗数
出店 子会社化 閉店 純増

第１四半期末

店舗数

うち

調剤薬局

 北海道 401 9 - 9 0 401 95

 東　北 482 6 1 3 4 486 93

 関東甲信越 456 4 - 11 △7 449 147

 中部・関西 223 4 - 1 3 226 102

中　国 299 2 - 2 0 299 85

四　国 198 2 - 3 △1 197 52

九　州 23 - - - 0 23 2

国内店舗計 2,082 27 1 29 △1 2,081 576

上記のほか、海外店舗22店舗、ＦＣ加盟店舗３店舗を展開しております。

 

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高2,088億５百万円（前年同期比9.3%増）、

営業利益126億23百万円（同11.8%増）、経常利益128億68百万円（同10.5%増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益87億27百万円（同20.8%増）となりました。

 

（2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて88億42百万円増加し、3,811億35

百万円となりました。おもな要因は、投資有価証券の時価評価の増加と新規出店に伴う商品の増加等によるもので

あります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べて15億32百万円増加し、1,536億10百万円となりました。おもな要因は、

新規出店に伴う買掛金の増加があったものの、法人税の支払による未払法人税の減少等によるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて73億10百万円増加し、2,275億24百万円となりました。

　以上の結果、自己資本比率は0.6ポイント増加し、55.6％となりました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 152,000,000

計 152,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年８月15日）

提出日現在発行数
（株）

（2019年9月27日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 49,237,968 49,252,368
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 49,237,968 49,252,368 － －

　（注）　提出日現在発行数のうち41,000株は、譲渡制限付株式報酬として、金銭報酬債権合計511百万円を出資の目的

とする現物出資により発行したものです。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2019年５月16日～

2019年８月15日

（注）

－ 49,237,968 － 10,023 － 43,306

　（注）　2019年９月27日を払込期日とする譲渡制限付株式を割り当てる方法により、発行済株式総数が14,400株、

資本金および資本準備金がそれぞれ83百万円増加しております。

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2019年５月15日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

    2019年５月15日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 886,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 48,338,100 483,381 －

単元未満株式 普通株式 13,868 － －

発行済株式総数  49,237,968 － －

総株主の議決権  － 483,381 －

 

②【自己株式等】

    2019年５月15日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(自己保有株式)

㈱ツルハホール

ディングス

札幌市東区北24条東

20丁目１－21
886,000 － 886,000 1.80

計 － 886,000 － 886,000 1.80

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年５月16日から2019

年８月15日まで）および第１四半期連結累計期間（2019年５月16日から2019年８月15日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年５月15日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年８月15日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 42,833 43,122

売掛金 26,745 27,128

有価証券 1,000 1,000

商品 98,212 101,117

原材料及び貯蔵品 52 36

短期貸付金 2 2

その他 15,983 17,305

流動資産合計 184,830 189,712

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 34,992 35,006

機械装置及び運搬具（純額） 2 2

工具、器具及び備品（純額） 10,264 10,204

土地 11,938 11,938

リース資産（純額） 3,707 4,064

建設仮勘定 348 1,448

有形固定資産合計 61,254 62,665

無形固定資産   

のれん 35,733 34,812

ソフトウエア 402 395

電話加入権 87 87

その他 583 582

無形固定資産合計 36,806 35,878

投資その他の資産   

投資有価証券 27,925 30,535

長期貸付金 15 15

繰延税金資産 4,926 4,329

差入保証金 52,048 52,960

その他 4,581 5,129

貸倒引当金 △96 △90

投資その他の資産合計 89,401 92,879

固定資産合計 187,462 191,423

資産合計 372,293 381,135
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年５月15日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年８月15日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 87,254 93,599

1年内返済予定の長期借入金 2,406 2,406

未払金 13,445 12,648

リース債務 562 553

未払法人税等 9,514 3,562

賞与引当金 4,651 2,482

役員賞与引当金 566 140

ポイント引当金 4,208 4,505

その他 4,172 7,076

流動負債合計 126,783 126,974

固定負債   

長期借入金 7,153 6,694

リース債務 4,154 4,115

繰延税金負債 5,567 7,034

退職給付に係る負債 2,695 2,751

資産除去債務 2,815 2,831

その他 2,908 3,207

固定負債合計 25,295 26,635

負債合計 152,078 153,610

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,023 10,023

資本剰余金 28,075 28,075

利益剰余金 154,896 159,997

自己株式 △5,311 △5,311

株主資本合計 187,684 192,784

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 17,370 19,193

退職給付に係る調整累計額 △132 △120

その他の包括利益累計額合計 17,238 19,073

新株予約権 1,292 1,398

非支配株主持分 13,999 14,268

純資産合計 220,214 227,524

負債純資産合計 372,293 381,135
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2018年５月16日
　至　2018年８月15日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年５月16日
　至　2019年８月15日)

売上高 190,968 208,805

売上原価 137,128 148,984

売上総利益 53,839 59,820

販売費及び一般管理費 42,549 47,197

営業利益 11,289 12,623

営業外収益   

受取利息 31 29

受取配当金 51 54

備品受贈益 198 115

受取賃貸料 46 52

受取補償金 94 －

受取保険金 3 7

その他 90 162

営業外収益合計 515 421

営業外費用   

支払利息 124 133

中途解約違約金 34 32

その他 0 9

営業外費用合計 159 176

経常利益 11,645 12,868

特別利益   

固定資産売却益 8 0

新株予約権戻入益 47 －

特別利益合計 55 0

特別損失   

固定資産除却損 19 23

固定資産売却損 35 －

特別損失合計 55 23

税金等調整前四半期純利益 11,645 12,845

法人税、住民税及び事業税 2,793 2,231

法人税等調整額 1,109 1,266

法人税等合計 3,902 3,497

四半期純利益 7,742 9,348

非支配株主に帰属する四半期純利益 520 620

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,222 8,727
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2018年５月16日
　至　2018年８月15日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年５月16日
　至　2019年８月15日)

四半期純利益 7,742 9,348

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △333 1,818

退職給付に係る調整額 6 11

その他の包括利益合計 △326 1,830

四半期包括利益 7,416 11,178

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 6,910 10,562

非支配株主に係る四半期包括利益 506 615
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結範囲の重要な変更）

　当第１四半期連結会計期間において、有限会社おおがたむら調剤薬局の株式の100％を取得したため、同社を

連結の範囲に含めております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

　連結子会社の㈱ツルハは一部の店舗の差入保証金（前連結会計年度258百万円、当第１四半期連結会計期間247

百万円）について、金融機関および貸主との間で代位預託契約を締結しており、当該契約に基づき、金融機関

は、貸主に対して差入保証金相当額（前連結会計年度258百万円、当第１四半期連結会計期間247百万円）を同社

に代わって預託しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）およびのれんの償却額は、

次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2018年５月16日
至 2018年８月15日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2019年５月16日
至 2019年８月15日）

減価償却費 1,635百万円 1,775百万円

のれんの償却額 820 923

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2018年５月16日　至　2018年８月15日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月18日

取締役会
普通株式 3,663 76.00 2018年５月15日 2018年７月20日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2019年５月16日　至　2019年８月15日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月17日

取締役会
普通株式 3,626 75.00 2019年５月15日 2019年７月19日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、医薬品・化粧品等を中心とした物販事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額および算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2018年５月16日
至　2018年８月15日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年５月16日
至　2019年８月15日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 149円76銭 180円50銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万

円）
7,222 8,727

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
7,222 8,727

普通株式の期中平均株式数（株） 48,224,964 48,351,862

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 148円76銭 179円90銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百

万円）
－ －

普通株式増加数（株） 326,017 162,990

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

―

 

 

 2016年９月６日取締役会決議

 第８回新株予約権（新株予約

 権の数 2,620個）

 2018年９月４日取締役会決議

 第９回新株予約権（新株予約

 権の数 3,708個）

 

 

２【その他】

　2019年６月17日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決定いたしました。

①配当金総額 3,626百万円  

②１株当たり配当金 75円00銭  

③効力発生日 2019年７月19日  

（注）　2019年５月15日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年９月27日

株式会社ツルハホールディングス

取締役会　御中
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山下　　和俊　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田辺　　拓央　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ツルハ

ホールディングスの2019年５月16日から2020年５月15日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年５月16日

から2019年８月15日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年５月16日から2019年８月15日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ツルハホールディングス及び連結子会社の2019年８月15日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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